様式１

様式１
災害時避難所緊急チェックシート
瀬戸内市避難所運営マニュアル　様式集
「災害時避難所緊急チェックシート」と同様のものです




チェックを行う前に必ず読んで下さい。
· 避難所となる建物については、有資格者等による安全確認が基本だが、大規模災害の発生の直後は全ての避難所に対して直ちに対応することが困難であることから、このチェックシートにより臨時的に施設の安全確認を行う。
· チェックは基本２人以上で、危険箇所に注意しながら実施し、このチェックシートの質問項目に関わらず、少しでも安全に不安がある場合、または、一見して危険と判断できる場合は直ちに災害対策本部に連絡し必要な対応を協議する。木造建築の場合はより厳しくチェックする。
· 危険と認められる場所については、張り紙をするなどして「立入禁止」とする。
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· 避難者には臨時的安全確認で余震などに注意が必要なことを伝える。
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災害時避難所緊急チェックシート
	避難所名
	

	点検実施日時
	　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日　　　　　　時　　　　　　分

	点検実施者名
	



≪　外部の状況　≫
	No
	質　問
	該当項目

	1
	隣接する建物が傾き、避難所の建物に
倒れ込む危険性はありますか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　傾いている感じがする
Ｃ　倒れ込みそうである

	2
	建物周辺に地割れ、噴砂・液状化、地盤沈下などが生じましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　生じた
（Ｃの回答はありません）

	3
	建物周辺に地すべり、がけ崩れのおそれがありますか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　地すべり、がけ崩れのおそれがある
Ｃ　建物にも影響が出るおそれがある

	4
	建物の基礎が壊れましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　ひびが入っている
Ｃ　ひどく壊れた

	5
	建物が傾斜しましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　傾斜しているような感じがする
Ｃ　明らかに傾斜している

	6
	外壁材、看板などが落下しましたか？或いは壁材に亀裂が生じましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　落下している／大きな亀裂がある
Ｃ　大きなひび割れが多数あり、鉄筋が見える

	7
	窓ガラスが割れましたか？
	Ａ　いいえ／数枚割れた
Ｂ　たくさん割れた、広範囲に飛び散っている
（Ｃの回答はありません）



ここまでのチェックで、Ｃの該当項目があった場合には、危険であるため、質問８～１３までの内部の状況については、点検する必要はありません。使用禁止です。
なお、その他目についた被害等があれば、質問１４の回答欄に記入してください。
≪　内部の状況　≫
	No
	質　問
	該当項目

	8
	床が壊れましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　少し傾いた（下がった）
Ｃ　大きく傾いた（下がった）

	9
	柱が折れましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　割れを生じたものがある
Ｃ　完全に折れたもの（間仕切り以外）がある

	10
	筋交いがたわんでいる又は破断して
いませんか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　たわんでいる／破断している
（Ｃの回答はありません）

	11
	内部の壁が壊れましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　コンクリートが剥がれている／大きなひび
が入っている
Ｃ　大きなひび割れが多数あり、鉄筋が見える／壁（間仕切り以外）が崩れている

	12
	建具やドアが壊れましたか？
	Ａ　いいえ／建具やドアが動きにくい
Ｂ　建具やドアが動かない／建具やドアが壊れた
（Ｃの回答はありません）

	13
	天井、照明器具が落下しましたか？
	Ａ　いいえ
Ｂ　落下しかけている／落下している
（Ｃの回答はありません）	

	14
	その他目についた被害を記入してください。（例：塀が壊れた、水・ガスが漏れている、家具が倒れたなど）






	チェック結果集計表
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	


	


	





【判断基準】
１　質問１～１３を集計し、上記チェック結果集計表に、該当項目の合計数を記入する。
２　下記の判断により、必要な対応を行う。
	
	判　定
	対　応

	「Ｃ」が一つでもある
	危　険
	施設内へは立ち入らず、災害対策本部へ連絡し、他の避難所への移動等、必要な対応を協議する。

	「Ｂ」が一つでもある
	要注意
	該当する箇所やその周辺を立ち入り禁止とし、専門家による応急的な補強を要求する。

	「Ａ」のみの場合
	使用可
	危険個所に注意（ある程度の保全）し、施設を利用する。


３　余震により被害が進んだと思われる場合は、再度チェックシートで被災状況を点検する。
４　このチェックシートによる判断は、あくまで臨時的なものであるので、災害対策本部に連絡し、できるだけ早く有資格者による判定を受けること。
